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▶
﹁
た
ら
い
う
ど
ん
﹂

　

内
子
町
小
田
地
区
名
物
の
た
ら
い
う
ど
ん
。お
祝

い
事
や
来
客
の
お
も
て
な
し
の
際
に
大
き
な
た
ら

い
に
入
れ
て
食
べ
る
た
め
そ
の
名
が
つ
い
て
い
ま

す
。
麺
が
柔
ら
か
く
コ
シ
が
弱
い
為
、
腰
の
抜
け
た

う
ど
ん
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、「
腰
が
抜
け
る
ほ
ど
う

ま
い
」
の
で
そ
う
呼
ば
れ
る
と
か
。ダ
シ
は
大
豆
や

煮
干
し
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を
使
い
、
昔
な
つ
か

し
い
味
で
す
。

 

◀
﹁
も
ち
麦
う
ど
ん
﹂

　

町
内
産
の
も
ち
麦
を
使
っ
た
、一
見
「
そ
ば
」
に

見
え
る
も
ち
麦
う
ど
ん
。
見
た
目
だ
け
で
な
く
、
普

通
の
う
ど
ん
と
は
一
味
違
う
特
徴
的
な
味
と
喉
ご

し
を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
24
年
２

月
に
開
催
さ
れ
た「
第
１
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

お
弁
当
・
お
惣
菜
大
賞
」
に
お
い
て
麺
部
門
大
賞
を

受
賞
し
た
「
も
ち
麦
か
け
う
ど
ん
」
は
、か
ら
り
の

直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
子
町
﹁
も
ち
麦
う
ど
ん
﹂
と
﹁
た
ら
い
う
ど
ん
﹂



　平成24年12月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 45 号　（2）　

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
松
野
町
長
選
挙

が
11
月
18
日
に
行
わ
れ
、
投
票
の
結

果
、
現
職
の
阪
本
壽
明
氏
が
再
選
さ

れ
た
。

　

松
野
町
長

　
　
　
阪さ

か

　
本も

と

　
壽と

し

　
明あ

き

　
氏

簡
易
水
道
予
算
の
確
保
を
！

簡
水
協
・
第
57
回
全
国
大
会
開
催　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
　

　

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
は
、
11
月
22
日
、

東
京
・
平
河
町
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ

ボ
ー
で
「
第
57
回
簡
易
水
道
整
備
促
進
全

国
大
会
」
を
開
き
、
大
会
宣
言
や
大
会
決

議
を
決
定
し
た
。
本
会
か
ら
は
稲
本
会
長

（
内
子
町
長
）及
び
事
務
局
職
員
が
出
席
し

た
。

　

大
会
は
、
牧
田
副
会
長
（
徳
島
県
美
馬

市
長
）
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
（
6
人
）
と
全
国
簡
易
水
道

協
議
会
長
表
彰
（
39
人
）
の
受
賞
者
に
表

彰
状
を
授
与
し
た
後
に
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
埼
玉
県
水
道
協
会
会
長
の
加
藤
嘉
郎

氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
井
口
会
長
（
新
潟
県
水
道
協

会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
、「
大
会
宣

言
」
を
西
川
副
会
長
（
熊
本
県
津
奈
木
町

長
）
が
朗
読
し
、
次
い
で
議
長
に
山
崎
副

会
長
（
北
海
道
京
極
町
長
）
を
選
ん
で
議

事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
・
簡
易
水
道
関
係
国
庫
補
助

等
所
要
額
2
4
6
億
円
の
確
保
な
ど
4
議

案
を
す
べ
て
決
定
し
た
後
に
、別
掲
の「
大

会
決
議
」
を
小
田
副
会
長
（
岩
手
県
野
田

村
長
）
が
朗
読
し
、
満

場
一
致
で
こ
れ
を
採
択

し
た
。

　

な
お
、今
後
、平
成
25

年
度
政
府
予
算
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
各
都
道

府
県
協
議
会
と
関
係
市

町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
、

地
元
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
西
川
副
会

長（
滋
賀
県
高
島
市
長
）

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
大

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

大　会　宣　言

　水道は、国民生活に必要不可欠な社会基盤施設であるにも拘
わらず、今なお農山漁村を中心に水道の恩恵に浴せない地域が
存在している。
　これら未普及地域の早期解消は簡易水道に課せられた重大な
使命であり、その早期整備が熱望されている。
　また近年、簡易水道の布設は、地理的条件が悪く、建設コス
トは益々高額化し、更に施設の老朽化、原水水質の悪化、いつ
発生するかも知れない地震等自然災害への対応などによる費用
はますます増大し、脆弱な市町村財政を窮迫させている。
　政府は、このような簡易水道事業の実態と役割を認識し、わ
れわれが要望する平成25年度簡易水道関係予算を確保され、国
民皆水道の早期実現と簡易水道事業の健全なる運営を図るため
に万全の措置を講ずべきである。
　以上　宣言する。
　　平成24年11月22日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第57回簡易水道整備促進全国大会

大会スローガン
―地方の生活基盤となる簡易水道の整備近代化―

₁．簡易水道関係国庫補助所要額（概算要求額246億円）の確保
１．簡易水道国庫補助制度の拡充
１．簡易水道国庫補助率（未普及地域等）₂分の₁以上に引上げ
１．地震等自然災害に強い簡易水道施設の整備
１．簡易水道関係事業債（地方債計画案296億円）の確保
１．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実

決　　　　議

　国民皆水道の早期実現は、われわれに課せられた重大な使
命である。
　この使命を早期に達成するとともに、地方の生活基盤であ
る簡易水道の整備近代化を強力に推進し、地域住民の期待に
応えるため、われわれはこの第57回簡易水道整備促進全国大
会において、当面する重要課題を決定し、特に次の４項目の
実現を期して一致団結、決意を新たに最善を尽くすものであ
る。

記
１．簡易水道関係国庫補助所要額246億円の確保を期す
１．簡易水道等施設整備費の補助制度の拡充を期す
１．簡易水道関係事業債296億円の確保を期す
１．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実を期す
　以上　決議する。
　　平成24年12月１日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第57回簡易水道整備促進全国大会
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決　　議
　山村地域は、道路、情報通信、生活環境等の整備水準は
全国に比べて低位な状況にあり、農林漁業の低迷、地場産
業の停滞等により過疎化・高齢化が急激に進展しており、
耕作放棄地の増大、森林の荒廃、鳥獣害の多発、集落の崩
壊・機能の低下等危機的な状況にある。
　このような状況に対するため、山村自治体は山村振興法
に基づき、最大限の努力をしているが、財政事情は極めて
厳しくなっている。
　このため、政府は・国会におかれては、山村地域の振興
を図ることこそが、国全体の発展につながるということ
を十分にご認識いただき、山村振興を国の重点課題に据え
て、下記事項の実現を図っていただくよう強く要望する。

記
₁　農林水産業等地域産業の向上等を図るための施設の
整備等に対する取組みに対する助成措置の充実・強化
を図ること。
₁　山村地域の活性化、地域資源の活用に向けた地域の
取組みを支援する交付金制度を創設すること。
₁　「中山間地域等直接支払制度」の一層の充実・強化を
図ること。
₁　木質バイオマスの利用、再生可能エネルギー対策の強
化、企業の誘致等の産業振興施策の充実・強化を図ること。
₁　川上から川下にいたる一貫した林業、木材産業の振
興・木材利用の促進を図るため、新たな交付金制度を創
設する等森林・林業対策の充実・強化を図ること。
₁　鳥獣被害の深刻化に鑑み、被害防止に関する対策の
充実・強化を図ること。
₁　道路設備のための財源を十分に確保し、特に、地方に
おける道路財源の充実を図ること。
₁　高度情報通信ネットワークその他通信体系の充実・
強化を図ること。
₁　山村地域住民の生活交通を確保するため、地方バス
路線維持、デマンドバスシステムの導入等対策の充実・
強化を図ること。
₁　山村地域における医師及び医療従事者の確保並びに
関連施設の整備、運営等への助成措置の拡充・強化等の
保健・医療・福祉対策の充実・強化を図ること。
₁　森林吸収源対策を強力に推進するため、地球温暖化
対策のための税等に係る所要の税制措置を講ずるとと
もに地方税財源を確保・充実する制度を創設すること。
₁　税財源の乏しい山村地域の実情に即した地方交付税
制度の充実・強化を図り、所要額を確保すること。
₁　丸太（木材）価格下落に対する対応措置を講ずること。
₁　山村地域に壊滅的打撃を受けるTPPには、参加しな
いこと。
　　以上決議する。
　　　平成24年11月22日
	 　　全国山村振興連盟通常総会　

木材（丸太）価格下落に対する
対応措置に関する特別要望

　我が国の森林資源は利用可能な段階に入り
つつあり、また、国として地球温暖化防止のた
めの森林整備などに最大限取組むことも求め
られております。
　しかしながら、昨年末からの木材（丸太）価
格の暴落は、森林所有者に大きな不安を与え、
事業体の経営意欲を削ぎ、今後の森林経営見通
しにも深刻な影響を及ぼしています。
　よって、政府・国会におかれては、下記の事
項の実現を図って頂くよう要望致します。

記
₁．	切捨間伐を一部しか認めない現行の森林管
理・環境保全直接支払制度を改善し、条件不
利地域での切捨間伐、路網整備の先行実施な
ど雇用にも配慮した供給調整を実施するこ
と。

₂．	再生可能エネルギー特措法による木質バイ
オマスの発電を積極的に推進すること。

₃．	国有林野事業における木材販売時期の調整
を行うこと。

₄．	木材需要拡大のための森林整備加速化・林
業再生基金を増額すること。

₅．	公共建築物等木材利用促進法による公共建
築物、公共土木分野における国産材の更なる
積極的な利用促進を図ること。

　

全
国
山
村
振
興
連
盟
の
通
常
総
会
が
11

月
22
日
「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」
に

お
い
て
、
全
国
の
関
係
市
町
村
長
ら
が
出

席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
髙
野
支
部
長
（
久
万
高
原

町
長
）
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
棚
野
副
会
長
（
北
海
道
白
糠

町
長
）
の
開
会
の
辞
に
は
じ
ま
り
、
次
い

で
竹
崎
会
長
代
行
（
熊
本
県
芦
北
町
長
）

が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
農
林
水
産
大
臣
（
實
重

山
村
地
域
の
振
興
を

全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常
総
会
開
く 

　

　
11
月
22
日
　

農
村
振
興
局
長
、
山
田
参
議
院
議
員
、
藤

原
全
国
町
村
会
長
（
長
野
県
川
上
村
長
）

の
祝
辞
の
あ
と
、
出
席
の
国
会
議
員
と
政

府
関
係
者
ら
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
松
島
長
野
県
泰
阜
村
長
及
び
今

井
岐
阜
県
白
川
町
長
が
事
例
報
告
を
し
た

後
に
、
竹
崎
会
長
代
行
（
熊
本
県
芦
北
町

長
）
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
1
号
議
案
「
平
成
25
年

度
山
村
振
興
関
連
予
算
・
施
策
の
要
望

（
案
）
に
関
す
る
件
」、
第
2
号
議
案
「
木

材
（
丸
太
）
価
格
の
下
落
に
対
す
る
対
応

措
置
に
関
す
る
特
別
決
議
（
案
）
に
関
す

る
件
」
及
び
第
3
号
議
案
「
決
議
（
案
）」

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
決
定
さ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
、岩
崎
副
会
長（
高
知
県
大
豊

町
長
）
か
ら
閉
会
の
辞
と
頑
張
ろ
う
コ
ー

ル
が
あ
り
、
総
会
を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
事
項

に
つ
い
て
は
、
総
会
終
了
後
、
全
国
連
盟

役
員
が
分
担
し
、
そ
の
実
現
方
を
陳
情
し

た
。
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ド
イ
ツ
・
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
は
第
二

次
世
界
大
戦
中
、
爆
撃
に
よ
っ
て
市
街
地

の
40
％
を
破
壊
さ
れ
た
。し
か
し
そ
の
後
、

市
民
た
ち
は
も
う
一
度
中
世
ド
イ
ツ
の
街

並
を
取
り
戻
そ
う
と
復
元
・
保
存
に
取
り

組
み
、
今
で
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
拠

点
都
市
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
と
内
子
町
の
交
流
は
、
今
年
で
26

年
に
な
る
。
内
子
町
は
江
戸
末
期
か
ら
明

治
・
大
正
に
か
け
て
製
蝋
業
で
栄
え
、
そ

の
面
影
を
残
す
歴
史
的
町
並
が
あ
る
。
こ

の
町
並
を
ど
の
よ
う
に
保
全
・
活
用
し
て

い
く
か
模
索
す
る
中
で
、
1
9
8
6
年
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
そ
の
講
師
と

し
て
市
長
を
お
招
き
し
た
の
が
き
っ
か
け

だ
。

　

以
来
今
日
ま
で
、
多
く
の
住
民
が
互
い

の
市
町
を
訪
問
し
、
親
交
を
深
め
て
い

る
。
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
は
18

回
を
数
え
、
延
べ
2
0
0
人
を
超
え
る
。

こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
昨
年
、

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
。

　

10
月
に
も
、
同
市
か
ら
の
訪
問
団
を
迎

え
た
。
私
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

第
三
市
長
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
ど
う
ぞ
我
が
家
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
た
も
の
の
、
食
事
、
風
呂
、
寝
室

な
ど
、
気
掛
か
り
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
ま
し
て
我
が
家
は
築
80
年
の
古
民

家
。
部
屋
は
襖
で
仕
切
ら
れ
、
何
か
と
便

利
の
悪
い
間
取
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
い

ろ
い
ろ
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
一
町
民

と
し
て
、
あ
ま
り
構
え
ず
、
で
き
る
こ
と

を
し
よ
う
と
思
っ
た
。

　

朝
食
に
は
、
秋
に
収
穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
薪
で
炊
き
、
自
家
製
味
噌
を
使
っ
た

味
噌
汁
を
準
備
。
伊
方
沖
で
釣
っ
た
ア
ジ

の
一
夜
干
し
と
、
自
宅
で
漬
け
た
漬
け
物

な
ど
を
添
え
た
。
夜
は
、
畑
の
野
菜
と
内

子
豚
を
使
っ
た
鍋
を
メ
イ
ン
に
、
内
子
産

の
ワ
イ
ン
や
地
酒
を
振
る
舞
っ
た
。
風
呂

は
薪
で
沸
か
し
、
寝
室
に
は
布
団
を
敷
い

て
、
我
が
家
の
「
日
常
」
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。

　

食
事
中
、
箸
が
使
い
に
く
い
よ
う
な
の

で
フ
ォ
ー
ク
を
差
し
出
す
と
「
ダ
ン
ケ
。

ナ
イ
ン
（
あ
り
が
と
う
、
で
も
結
構
で

す
）」。
料
理
を
皿
に
取
り
分
け
て
あ
げ
る

と
「
ダ
ン
ケ
」。
礼
儀
正
し
く
、
律
儀
か
つ

勤
勉
で
、
気
遣
い
の
で
き
る
人
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｅ
Ｕ
で

ト
ッ
プ
の
国
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

同
じ
時
間
を
過
ご
す
中
で
、
私
自
身
が

再
認
識
し
た
こ
と
も
あ
る
。
箸
の
持
ち
方

や
畳
の
歩
き
方
、
日
本
人
と
し
て
の
立
ち

振
る
舞
い
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
の
日
本
文

化
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
。
両
国
の
文
化

や
歴
史
的
関
係
な
ど
の
話
は
面
白
く
、
遅

く
ま
で
議
論
が
は
ず
ん
だ
。

随想随想随想

﹁
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
雑
感
﹂

 

内
子
町
長　

稲
　
本
　
隆
　
壽
　

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
草
の
根
の

交
流
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
う
。
こ

れ
は
両
市
町
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
さ

ら
な
る
日
本
と
ド
イ
ツ
の
友
好
親
善
に
も

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
一
つ
。
第
三
市
長
と
の
別
れ
の

朝
、
一
緒
に
笑
顔
で
手
を
振
り
見
送
っ
て

く
れ
た
妻
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

「
ダ
ン
ケ
シ
ェ
ー
ン
」。
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愛
媛
県
副
町
長
会
は
、
11
月
30
日
午
後

2
時
か
ら
久
万
高
原
町
役
場
会
議
室
で「
平

成
24
年
度
秋
季
副
町
長
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
9
町
か
ら
副
町
長
及

び
総
務
課
長
ら
13
名
が
出
席
し
、
各
町
間

の
情
報
交
換
や
町
内
視
察
が
行
わ
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

　
　

栗
田
代
表
幹
事
（
松
前
町
副
町
長
）

　
　

永
井
久
万
高
原
町
副
町
長

3　

町
政
の
概
要
説
明

　
　

永
井
久
万
高
原
町
副
町
長
か
ら
町
政

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

平
成
24
年
度
秋
季
副
町
長
会
を
開
催

  
      

11
月
30
日 

久
万
高
原
町
で
開
催

4　

各
町
情
報
交
換

　
　

各
町
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
4
題
に
つ

い
て
説
明
の
の
ち
、
各
町
間
の
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

5　

町
内
視
察

　

久
万
高
原
町
の
次
の
施
設
を
視
察
し
た
。

　

◦
久
万
高
原
の
家
・
み
ち
の
駅

　

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

◦
久
万
美
術
館

　

◦
久
万
農
業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア

6　

そ
の
他

　

次
回
は
愛
南
町
で
開
催
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
な
が
〜
〜
〜
い

　
　
　 

ゲ
レ
ン
デ
を
満
喫

内
子
町

　

四
国
最
長
1
，
2
0
0
ｍ
の
ゲ
レ
ン
デ

と
、
安
定
し
た
ス
ノ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
好
評
の
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ

ン
デ
。
冬
模
様
の
石
鎚
山
・
松
山
平
野
・
四

国
カ
ル
ス
ト
を
一
望
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー

●
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ

　

☎
０
８
９
２
︱
５
２
︱
３
２
３
２

　

w
eb:w

w
w
.sol-fa.com

＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
満
喫
で
き
ま
す
。
ま

た
、
家
族
連
れ
に
大
人
気
の
本
格
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
で
は
、
ソ
リ
や
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
な

ど
の
雪
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。
ゲ
レ
ン
デ

に
隣
接
す
る
宿
泊
施
設
「
獅
子
越
荘
」
は
、

地
元
産
の
丸
太
を
利
用
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス

造
り
で
、
雪
山
で
の
心
温
ま
る
ひ
と
と
き

を
堪
能
で
き
ま
す
。
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
ス
ク
ー
ル
や
技
能
大
会
、
お
客
様
感

謝
デ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
内
子
の
雪
山

「
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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◉
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
お
菓
子
作
り
体
験

伊
方
町

　

2
月
16
日
㈯
に
伊
方
町
で
独
身
の
男
女

を
対
象
と
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
で
レ
ス
ト

ラ
ン
を
営
ん
で
い
る
シ
ェ
フ
に
よ
る
地
元

特
産
品
を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
を
体
験
し

ま
す
。出
来
上
が
っ
た
お
菓
子
と
同
様
、甘

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
ス
タ
ッ

フ
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
場
は
宇
和
海
を
一
望
で
き
る
瀬
戸
ア

グ
リ
ト
ピ
ア
で
す
。
雄
大
な
景
色
の
中
で

雰
囲
気
よ
く
参
加
で
き
る
の
か
、
昨
年
度

は
10
月
、
2
月
の
2
回
の
開
催
で
合
計
11

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
は「
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
sc-ehim

e.jp/

）
で

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
募
集
は
女
性
の
み
行
う
予
定
で

す
。

●お問い合わせ先／
　伊方町役場 政策推進課　（担当）山本
　TEL 0894‒38‒2659
　メールアドレス ikata@town.ikata.ehime.jp

●お問い合わせ先／
　鬼北町役場日吉支所内　地域振興課
　TEL 0895‒44‒2211

◉
鬼
北
き
じ
鍋
祭
り

鬼
北
町

　

◦
平
成
2₅
年
２
月
1₇
日
㈰　
※
予
定

　

◦
鬼
北
町
岩
谷 

鬼
北
町
農
業
公
社

　

鬼
北
町
で
は
、特
産
の
「
鬼
北
熟
成
き
じ
」
を

多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年
２
月

に
「
き
じ
鍋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、メ
イ
ン
と
な
る
「
き
じ
鍋
」
の
ほ
か
、

「
き
じ
飯
」
や
「
き
じ
の
串
焼
き
」
も
販
売
。
ま

た
、
地
元
産
の
野
菜
や
「
ど
ぶ
ろ
く
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
店
舗
が
軒
を
連
ね
ま
す
。
さ
ら
に
、昨

年
に
引
き
続
き
「
愛
治
ち
ん
ど
ん
ク
ラ
ブ
」
が
生

演
奏
を
披
露
。
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、多
く
の
鬼
北

の
味
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

会場の「瀬戸アグリトピア」
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
11
月
28

日
午
後
1
時
30
分
か
ら
県
自
治
会
館
に
お

い
て
「
平
成
24
年
度
町
議
会
事
務
局
長
会

議
及
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
説
明

会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
9
町
議
会
か
ら
議
会

事
務
局
長
及
び
担
当
者
18
名
が
出
席
し
た
。

説
明
会
の
講
師
は
、
三
宅
全
国
町
村
議
会

議
長
会
議
事
調
査
部
長
。

　

会
議
・
説
明
会
は
次
に
よ
り
進
め
ら
れ

た
。

1　

開
会

2　

あ
い
さ
つ　

渡
部
事
務
局
長

町
議
会
事
務
局
長
会
議

地
方
自
治
法
改
正
説
明
会   

11
／
28
開
催

3　

町
議
会
事
務
局
長
会
議

　

⑴　
「
平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）」

に
つ
い
て

　

⑵　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
財
政
調

整
基
金
規
程（
案
）の
設
置
に
つ
い
て

　

⑶　
「
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）に
つ
い
て
」

　
　

そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

次
の
議
長
会
定
例
会
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
た
。

4　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
説
明
会

◦
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
国
の
動
向

　

①　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
（
第

1
7
7
回
国
会
）

　

②　

地
方
行
財
政
検
討
会
議
・
第
30
次

地
方
制
度
調
査
会
の
動
き

　

③　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
（
第

1
8
0
回
国
会
）

　

④　
「
標
準
」町
村
会
議
規
則
等
の
改
正

（
全
国
町
村
議
会
議
長
会
）

◦
町
村
議
会
の
取
り
組
み

　

①　

議
会
基
本
条
例

　

②　

通
年
議
会

　

③　

そ
の
他
の
議
会
改
革
事
例

◦
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
「
標

準
」
町
村
議
会
会
議
規
則
等
改
正
の
考

え
方

　

①　

本
会
議
に
お
け
る
公
聴
会
・
参
考

人
制
度
の
導
入

　

②　

委
員
会
に
関
す
る
規
定
の
簡
素
化

　

③　

通
年
の
会
期
制
度
の
創
設

　

④　

政
務
活
動
費
へ
の
名
称
変
更
等

　

⑤　

そ
の
他
の
留
意
事
項

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
12
月
7

日
自
治
会
館
に
お
い
て
「
平
成
24
年
度
第

3
回
定
例
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
全
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

林
会
長

　
︻
新
議
長
紹
介
︼  

三
好
松
前
町
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

土
居
上
島
町
議
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

林
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の
と
お

り
指
名
し
た

　
　
　

政
岡
砥
部
町
議
長

　
　
　

齋
藤
愛
南
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

議
長
会
第
３
回
定
例
会
を
開
催

        

優
良
議
会
に 

松
野
町
を
推
薦

　
　

以
上
の
2
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

資
料
に
基
づ
き
一
括
、説
明
が
あ
り
、一

同
了
承
。

5　

協　

議

　

⑴　

平
成
24
年
度
町
村
議
会
表
彰
（
全

国
町
村
議
会
議
長
会
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
基
づ
く
説

明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
本
年
度

は
松
野
町
議
会
を
推
薦
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

　

⑵　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
財
政
調

整
基
金
規
程
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
基
づ
く
説

明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
制
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑶　

平
成
25
年
度
本
会
事
業
計
画
及
び

一
般
会
計
予
算
の
方
針
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明

が
あ
り
、協
議
の
結
果
、事
業
計
画
に

つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
決
定
。
一

般
会
計
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て

は
、
基
金
規
程
に
基
づ
き
編
成
し
た

予
算
（
案
）
を
、
次
期
定
例
会
に
提

出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑷　

そ
の
他

　
　

①　

地
方
自
治
法
改
正
と
町
村
議
会

の
取
り
組
み

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
基
づ
く

説
明
が
あ
り
、
一
同
、
了
承
し
た
。

　
　

②　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

次
回
定
例
会
の
開
催
期
日
は
、

正
副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

　
　

③　

そ
の
他

　
　
　
　
「
オ
ス
プ
レ
イ
」に
関
す
る
決
議

依
頼
が
あ
っ
た
が
、
9
月
27
日
開

催
の
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

会
で
採
択
し
て
お
り
、
特
別
な
対

応
は
し
な
い
こ
と
の
確
認
を
し
た
。
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納
得
す
る
結
末
を

　

師
走
。年
末
の
風
物
詩
「
第
九
」
の
季
節

が
や
っ
て
来
た
。ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
は
『
ど

う
も
・・・
好
き
で
は
・・・
。』
の
人
も
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九
番
だ
け
は
、
何
と

な
く
耳
に
留
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
曲
で
あ
る
。

　

近
年
、
地
震
に
脅
威
を
感
じ
な
が
ら
も
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
素
晴
ら
し
い
住
環
境
と

し
て
満
足
の
日
本
列
島
。
今
年
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
や
上
空
間
は
物
騒
で
あ
る
。

衣
食
住
、
特
に
そ
の
日
の
食
べ
も
の
確
保

に
日
々
奔
走
す
る
大
方
の
人
々
を
尻
目
に
、

先
軍
に
莫
大
な
金
を
費
や
す
我
が
ま
ま
？

某
国
の
と
ば
っ
ち
り
？
は
、
今
日
、
日
本
列

島
の
上
空
も
危
う
い
も
の
と
し
て
い
る
。

　
「
日
本
列
島
」
は
、
静
か
な
生
活
に
う
つ

つ
を
抜
か
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

は
ず
だ
が
、
先
の
大
戦
後
、
驚
異
の
復
興
を

し
た
は
ず
の
経
済
は
低
迷
。
超
が
つ
く
雨
・

風
・
雷
・
温
度
な
ど
自
然
の
異
変
に
加
え
、

善
良
な
る
人
心
を
逆
撫
で
す
る
よ
う
な
挑

発
行
為
と
戦
略
の
人
為
的
な
外
圧
は
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
尋
常
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
「
物
」
は
充
分
で
な

か
っ
た
が
、
上
品
で
物
静
か
な
お
も
い
や

り
の
情
と
倫
理
が
形
成
さ
れ
て
い
た
日
本

社
会
も
、
少
子
高
齢
社
会
出
現
と
と
も
に
、

常
識
で
は
理
解
し
難
い
奇
怪
な
事
件
が
多

発
す
る
な
ど
、
列
島
の
地
上
も
怪
し
い
雲

行
き
に
あ
る
。
そ
こ
で
今
直
ち
に
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
事
は
、
年
末
年
始
な
ど
関
係

な
く
、
対
策
・
対
処
方
法
の
選
択
と
即
断
行

に
あ
ろ
う
。

　

中
で
も
手
を
入
れ
る
べ
き
は
、
教
育
で

あ
る
。
教
育
の
徹
底
見
直
し
は
、
将
来
の

日
本
列
島
が
懸
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
諸

外
国
の
中
で
子
供
達
が
一
番
優
秀
な
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
、
か
つ
て
の
詰
め
込
み
主
義

教
育
か
ら
「
教
わ
る
の
で
な
く
、
自
分
で

考
え
る
」
発
想
力
を
つ
け
る
“
教
育
改
革
”

を
実
行
し
、
経
済
不
況
か
ら
脱
し
た
と
言

わ
れ
る
。

　

実
施
前
に
、
既
に
一
部
で
は
失
敗
が

解
っ
て
い
た
は
ず
の
ゆ
と
り
教
育
か
ら
、

記
憶
術
一
辺
倒
で
学
力
点
数
表
記
主
義
。

夢
の
な
い
考
え
方
・
思
考
力
不
足
、
詰
め
込

み
主
義
と
想
え
る
も
の
は
急
ぎ
変
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
は
教
育
先
進
国
を

つ
ぶ
さ
に
研
究
し
、
さ
ら
に
国
民
性
を
考

慮
し
た
改
革
方
策
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
大
学
数
の
多
少

な
ど
問
題
で
は
な
い
、
自
然
淘
汰
さ
れ
る

は
ず
の
程
度
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、『
馬
の
耳
に
念
仏
』
の
諺
が
日
本

に
は
あ
る
。
ま
た
、
老
子
や
孔
子
の
言
葉
、

素
晴
ら
し
い
理
想
の
言
葉
も
“
聞
く
耳
を

持
た
な
い
者
”
に
は
、一
切
届
か
な
い
現
実

を
直
視
し
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
際
、
不
実
行
は
宗
と
し
て
、「
目
に
は

目
を
」
の
対
応
策
の
構
築
も
一
応
考
え
て

お
く
べ
き
時
代
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
方
や
外
か
ら
の
不
条
理
な
行
為
に
、

内
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
愚
直
に
納
得
す

る
者
が
い
て
は
困
り
も
の
で
あ
る
。
そ
の

対
応
、考
え
こ
そ
は
パ
ス
カ
ル
の
『
考
え
る

葦
』
を
返
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。誠
に

持
っ
て
寂
し
い
時
代
に
な
っ
た
も
の
で
あ

一

筆

12
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
平
成
24
年
度
市
町
職
員
研
修
会

▽
5
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
・
災
害

共
済
幹
事
合
同
会
議

▽
6
日
＝
全
国
市
町
村
研
修
財
団
振
興
協

会
研
修
担
当
者
会
議

▽
7
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

24
年
度
第
3
回
定
例
会

▽
9
日
＝
第
32
回
障
害
者
福
祉
推
進
愛
媛

県
大
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

会
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
に
伴
う

講
習
会

▽
13
日
＝
地
方
制
度
調
査
会

▽
19
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
12
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議

▽
20
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
▽
25
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
・
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
会
計
監
査

▽
26
日
＝
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会

長
会

▽
27
日
＝
野
村
證
券
講
演
会
・
研
修
会

編
集
後
記

　

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
ま
し

た
。
歳
末
は
い
つ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
慌
た
だ
し
い
年

の
瀬
に
行
わ
れ
た
衆
院
選
挙
は
、
劇
的
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
、彼

是
云
々
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
気
に
な
る
の

は
投
票
率
の
低
下
で
す
。
せ
っ
か
く
の
国

民
の
権
利
で
す
。
大
事
に
し
な
け
れ
ば
。

◇

　
「
ど
こ
ま
で
続
く
ぬ
か
る
み
ぞ
」。長
引
く

景
気
低
迷
や
混
と
ん
と
し
た
国
際
情
勢
な

ど
、
今
、
我
が
国
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
閉
塞

感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
も
悲
観
し
て

い
る
ば
か
り
で
は
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　
「
凧
は
逆
風
の
中
で
最
も
高
く
揚
が
る
」

と
言
い
ま
す
。
難
し
い
状
況
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、ケ
セ
ラ
セ
ラ
。「
♪
明
日
が
あ
る

　

明
日
が
あ
る　

明
日
が
あ
る
さ
♪
」
と

期
待
を
込
め
て
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◇

　

凧
と
い
え
ば
お
正
月
。
は
る
か
昔
、
子

供
の
こ
ろ
は
よ
く
凧
揚
げ
を
し
ま
し
た
が
、

い
ま
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た

ね
。
ま
た
、
独
楽
を
回
し
た
り
羽
子
板
な

ん
か
も
あ
っ
た
け
ど
、
時
代
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
平
成
の
御
代

も
来
年
で
四
半
世
紀
を
迎
え
る
ん
で
す
ね
。

嗚
呼
、
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
。

◇

　

こ
の
1
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
干
支
「
巳
」
は
、
助
け
て
く
れ

た
こ
と
を
忘
れ
ず
恩
返
し
を
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
な
か
な
か
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

来
年
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

る
。

　

さ
て
、『
来
年
こ
そ
は
！
』
都
市
も
地

方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
、

外
に
対
し
て
は
、
一
丸
と
な
っ
て
結
束
、
納

得
す
る
結
末
を
勝
ち
取
り
た
い
も
の
で
あ

る
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
無
駄
で
、
希
望
の
な
い
悲
し
み
に
は
、

�

な
ん
の
知
恵
も
な
い
」　

　
　
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
国
の
文
学
者
）


